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的調査（研究 1, 2, 3）、外国人ケア労働者と日本人スタッフを対象とした量的調査（研究





































会（６回）、日本質的心理学会（１回）、多文化関係学会（1 回）、海外では The Asian Future 
Conference（2 回）, The Asian congress of Health Psychology（2 回）, The Global Congress 
of Qualitative Health Research（1 回）で学会発表を行った。査読つき学会誌 1 本と、本
研究科紀要２本の論文が刊行されていて、１本は海外誌に投稿中であるが、成果は広く世
に問われている。また学会の賞を 3 つ、財団の研究助成を 2 つ受けている。この意味では、
主題の今日的な価値と社会的な重要性、研究としての着眼の良さが、学外からも認められ
ている。基本的な研究の計画と遂行の能力は身についていると考えられ、審査委員は全員
一致で、本論文を合格と判断した。 
